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近畿自由学院ブックについて 

 

 

 近畿自由学院は大阪市城東区にあるフリースクールです。2011 年に開設され、6 年間の

実践を積み重ねてきました。 

 この近畿自由学院ブックは 6 年目にして初の企画です。みんなでつくる文集・イラスト

集です。1 年間の記録を残したいと思い、つくりました。今号は 2016 年度の記録です。 

 

 年度末に卒業式・終業式を行なっています。式と言っても、堅苦しいのではなく、1 人

ずつ 1 年を振り返って話し、最後に有志による演奏があるというものです。卒業証書は学

校でもらうし、学校っぽくない方がいいかなと思い、近畿自由学院では何も渡していませ

んでした。しかし、それも少し寂しいかなと思いましたので、今年度は全員にこの近畿自

由学院ブックを贈ります。 

 また、近畿自由学院を始めて数年のうちはよく覚えているのでいいのですが、何年も経

ってから卒業生に会うと誰と誰が同級生かなどがよく分からなくなってくるということが

あります。近畿自由学院に来る学年や時期がそれぞれ違うので混同してしまうのです。こ

うして記録をつくっておけば、2016 年度にはこんな子やスタッフがいたのかと読み返すこ

とができます。創刊号である今号には、4 人の卒業生もすばらしい文章とイラストを寄せ

てくれました。 

 

 ありがたいことに近畿自由学院に関心を持ってくださる方がいらっしゃいます。「近畿

自由学院についての文章があれば、ぜひ読ませてほしい」という松浦善満先生（龍谷大学

教授、関西こども文化協会理事長）のお言葉が、近畿自由学院ブックをつくるにあたって

大きな励ましとなりました。力作が集まりましたので、広くご一読いただければと思いま

す。 

 

 多くの方々のご協力により今年度も大変有意義な 1 年となりました。保護者の皆様、学

校関係者の皆様、教室の大家さん、近隣住民の方々など、ご理解、ご協力くださったすべ

ての方に心より御礼申し上げます。 

 

 

近畿自由学院   

 代表 田中 佑弥 

 





 

 

 

 

 

中高生 
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近畿自由学院で学んだこと          

N.S 

 

僕は入学した高校が合わず、高校一年生の春に近畿自由学院に入りました。初めは、また

合わなかったらどうしようとずっと考えていましたが、ここの人たちはとても優しく話し

かけてくれ、僕の心配事は一瞬にして消えてなくなりました。 

 

僕がここで学んだことは、三つあります。 

 

一つ目は「みんな一緒でなくていい」ということです。 

ここに入るまでは、普通に高校を卒業して、大学に入学するものだと当たり前に思ってい

ました。でも、ここでの暮らしを通じて、世の中にはたくさんの人たちがいるのだから、み

んな同じように生きなくてもいいのだと思うようになり、この考え方は間違っていたのだ

とわかりました。 

 

二つ目は「人と関わることの大切さ」です。 

初め僕は社交辞令ぐらいで人生やっていけると思っていました。しかし、田中さんと一緒

に演奏したり、ここの子たちと遊んだりしていると、社交辞令で人との関係を終わらせると

もったいないと思いました。だから僕は、大学に入学しても積極的に他の人と関わり合いを

持とうと思います。 

 

三つ目は「しんどくなったら、ひとまず休むほうがいい」という考えです。 

僕は大学を受験しようと思い、この一年、これまでの人生のなかで一番勉強しました。計

画を立ててこの時期にここまでやらなければいけないとか、この点数より下の点数を取っ

てしまったら行きたい大学に落ちてしまうとか、ずっと考えていました。そういうことを考

えていると、どんどん自分を追い込み、どうしたら良いかわからなくなってしまい、中井さ

んをはじめとするスタッフに相談しました。すると、しんどくなれば休んで、気楽に、そし

て楽しくやるべきだと言われました。僕はそれを聞いて、とても心が楽になり、受験を乗り

切ることができました。本当に一人で抱え込まずに相談して良かったと思っています。 

 

 ここでの三年間は本当に充実していて楽しいものでした。僕に勉強を教えてくださり、話

を聞いてくださったスタッフの皆さんには本当に感謝しています。僕はここで学んだこと

を胸に刻み、大学に進もうと思います。 
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感想 

H.T 

 

近畿自由学院に来て、すごく親しみやすい感じがしました。僕が来たときは、高校生の方

たちに優しく接してもらい、勉強を教えてもらったり、ときには一緒に楽しくゲームをした

り、いろいろと楽しかった記憶があります。そこから、段々と中学生の人たちが増えてきて、

一段と面白くなってきて、大阪城公園で体育をすることもあり、それもまた楽しかったです。 

僕が個人的にすごく憶えているのが、みんなで裁判所に見学に行ったことです。普段なら

入れない判事の席に座り、裁判長の服を着て写真を撮ってもらいました。そのあと、実際に

行われている裁判を見学し、判決の瞬間も見ました。 

これは、すごく良い思い出でした。この他にも語り切れない程いろいろなことを学ばせて

もらえたこの近畿自由学院に感謝しています。 

 

 

 

時（とき） 

M 

 

 来た当初、男子ばかりでしたが、皆とても優しく接してくれました。ゲームのやり方を教

えてくれたり、手加減してくれました。 

 下ネタが飛びかうとき、先生が止めてもやめない事もありました（笑）。でも、すべてい

い思い出です！ 

みんながとても優しくしてくれたから、とても楽しい 9 ヶ月を送れたと思います。 

 

 

 

近畿自由学院での二年間 

S 

 

 近畿自由学院での二年間で、いろいろな事がありました。その二年間の中でも高校受験を

した一年間が印象に残っています。 

たくさんの方々の協力のおかげで高校に受かることができました。 

近畿自由学院のスタッフの方々は良い人しかいなく、本当にお世話になりました。 

最後になりましたが、近畿自由学院に来て本当に良かったと思います！ 
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生という道 

しめにらーめん派（らいすも好き） 

 

おはようございます。 

いい朝ですね。 

最近寒くて死んじゃう（；ω；） 

有頂天家族の二期が楽しみ（ノ′∀｀＊） 

最近、昔見てた CM とか見るとなつかしく感じます。 

自分も老いたなと感じるようになりました。 

 

 

 

純真無垢 

田中最強伝説 

 

私は去年の 4 月から近畿自由学院に来て、心の余裕ができました。中学生の頃はこれか

らどうなるんだろうなどの焦りから高校のことをあまり考えなくなりました。ですが高校

に入ったと同時に近畿自由学院に入ると、私と同じ体験をした人や、気が合う人と話せ

て、すごく来てよかったです。 

今年初めて卒業生を見送りますが、みんな年代関係なくしゃべっているので、すごく悲

しいです。私は卒業はまだ 2 年後なので、それまでは近畿自由学院生活を楽しみたいと思

います。がんばるぞい！ 

 

 

 

ここについて 

O 

 

僕はここに来て長くなりますが、これまでより、物事を深く考えたり、将来のことを考え

ることが多くなったように思えます。 

そして、友達ができ、毎日が楽しいと思えるようになりました。そんな場を支えてくださ

っているスタッフの皆さんには感謝しかありません。本当にありがとうございます。 
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今の自分 

黒メガネ 

 

私がここに来たのは、2015 年の 11 月でした。ここ近畿自由学院に来る前の私は、学校で

イジメられていました。なぐられたり、けられたり、悪口をいわれたりしていました。 

 そのことを母に相談すると、母は「フリースクール知ってる？」とフリースクールの存在

を教えてくれました。そしてその日に母はインターネットで調べて、ここ近畿自由学院を知

り、体験で行くことになりました。 

 初めはとても緊張していましたが、徐々に緊張もしなくなり、その場の空気になじむこと

ができました。      

私はここにきて 1 年たちますが、今の私は昔より将来のことをより考えるようになれた

し、自分自身を理解することができるようになってきています。ここまでささえてくださっ

たスタッフの皆さんには感謝しています。 

 

 

 

僕の過ごし方 

 ワサビ(￣^￣)ゞ 

 

この学校に通い始めた理由は学校になじめない＆低血圧という理由からです。 

先生のアドバイスは分かりやすくて、とても勉強がはかどります！ 

そして、ここでは 3 時からは自由時間で、みんなで UNO したりしています！ 

木曜午後は体育です。ドッジボールや鬼ごっこして体を動かしています！ 

ここを選んで僕は本当よかったです！！ 

 

 

 

ここに来た印象 

Y 

 

近畿自由学院に初めて来たときの印象は、とても明るかったです。 

イベントもあります。たこ焼きパーティーをしました。 

おいしかったです！ 
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近畿自由学院のメリット・デメリット 

瑠璃 

 

〜メリット〜 

 

一 みんな優しいです。ぶつかることがあっても先生達が止めに入り、なるべく穏便に済ま

せます。  

二 勉強は自分のペースで出来ます。無理にしなくても、好きな時間に好きなだけ勉強して

ください。でもあまりに勉強をしなければ先生達から声がかかります。  

三 体育の時間はドッジボールなどで遊びます。みんなで怪我をしないように近くの大阪

城公園で遊びます。とても楽しいですよ！  

四 三時以降は自由時間です。この時間はみんなでテレビゲームしたり、カードゲームをし

ます。仲間はずれもないので安心して遊べます。  

五 先生達はとても良い人です。勉強の教え方も上手だし、面白いです！ノリがよく楽しい

です！自分たちのことも心配してくれるし、親身に話を聞いてくれてアドバイスもし

てくれるので、自分にあった方法で心配事などを解決しましょう！ 

  

〜デメリット〜 

  

一 建物が少し古めです。みんなでジャンプすると多分底が抜けます(笑) 

二 近畿自由学院の建物には色々な謎があります、これはある意味メリットかも知れませ

んが、隠された部屋や、その場所にドアがあったような痕跡があります。でも謎の部屋

の扉は開かないので気になります。(ほとんど私情) 

三 冬はとてつもなく寒いです。暖房をつけますが、暖房にも気分があるみたいで、凄く良

く効くときと効かない時があります。許してあげてください。これは夏場も同様です。

冬は羽織物を持ってくることをお勧めします。  

四 掃除機のパックどこですか？(P.S 見つかりました。) 

五 隣の家と近いです。ゲームでヒートアップしても叫ばないようにしましょう(笑) 

  

〜あとがき〜 

 

 デメリットがあるからメリットがあります。近畿自由学院はとてもいいところです。 

それはデメリットが視界に入らないくらい温かく、楽しい所なのです。最初の頃は緊張す

るけど、段々この場所が第二の家と呼ばれるほどに居心地のよい場所になります。 

私はここに来てよかったと心から思っています。 
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楽園 

ドナルド 

 

 なぜ楽園だと思ったかと言うと… 

 

一つ目、新しい経験が得られる。 

 

二つ目、学年が違っていても、ふれ合える。その理由は、同じ空間にいるから。 

 

三つ目、いじめがない。その理由、みんな心がやさしいから。 

 

四つ目、先生の顔と心がイケメンです。 

 

五つ目、トイレがきれい（落ち着く）。 

 

六つ目、田中さんの良いところは、たこやきをくれるところです。 

 

 そんな近畿自由学院に最初来て、緊張しましたが、みんなとても明るそうだったので、安

心しました。それから行きやすそうだと思いました。今も楽しんでいます。 

 

 放課後は、おやつ時間がたまにあって、みんなでゲームができる（UNO もしてます）。 

いろいろなスポーツもします。 

 

 そんな近畿自由学院が楽園だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

卒業生 
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僕は高校を一年生の最後に中退したと同時に近畿自由学院に入りました。辞めた理由は

高校でしたかったことが、できなかったためです。 

近畿自由学院は先生との距離が近いため、気軽に悩みごとを相談したり、勉強を教えて

もらうことができます。僕は実際、近畿自由学院に在籍したことで、将来の夢や目標を決

めることができました。今は近畿自由学院で学んだことを生かして、毎日を大切に過ごし

てます。 

 卒業式のときに田中先生が、「僕は君たちの進路に興味はない。僕が知りたいのは 10 年

後に君たちがどんな顔をして働いているかだ」と伝えてくれて、決して人生に遠回りや近

道はなく、どんな道でも意味があるんだなと思いました。普通の道から外れることに社会

は偏見の目を持っていますが、本当に大切なことは自分のペースで一歩ずつ前に進むこと

です。近畿自由学院はそんな大切なことを気づかせてくれた僕にとって大切な場所です。 

 

 

 

 大学に入学して約 1 年が経ちました。私は中学一年生の 3 学期後半から不登校になり、

高校に進学するも一度も通えずに辞めてしまったので、大学に通えるのか不安でしたが、無

事 1 年間通うことができました。 

大学はかなり自由です。部活やサークルに参加しなければ、煩わしい人間関係に悩まされ

ることもありません。人付き合いが苦手な人間にとっては天国です。そして大学の一番いい

ところは、休みが多いところです。学期間の休みは 2 か月ぐらいあります。バイトやサーク

ル活動をしなければ、この間、何もありません。今現在、春休みですが、私はサークルもバ

イトもしていないので毎日ゲームをしてだらだら過ごしています。不登校時代とやってい

ることは何にも変わりませんが、大学生という身分があるので、罪悪感はありません。悩み

もありません。気楽に楽しく生きてます。 

不登校だった時は、こんな未来が来るとは思いもしませんでした。私は、学校に行くこと

ができず、勉強も一切できなかったので、自分の人生は終わったと思っていました。たぶん、

両親も友達も私を知っているすべての人間が、私の未来を悲観していたと思います。 

私は、まだ未来を語れるほど生きたわけではないですが、今のところは、想像していたよ

うな悪いことにはなっていません。学校へ通えなくなってしまったら、それだけで自分の未

来を悲観してしまうかもしれません。ですがそれは気のせいです。もちろんいい未来が来る

かどうかはわかりませんが、別に悪くなると決まったわけではありません。ですから今現在、

不登校で悩んでいる人は、自分が不登校だからといって、未来を悲観して苦しまないでくだ

さい。苦しまないでくださいと書いて、苦しまなくなる人はいないので、書くだけ無駄なよ

うな気がしますが一応書いておきます。 
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近畿自由学院は僕にとって、いわば新しい出発地点です。進学校の授業内容についてい

けなかった僕は、3 年の春、高校を中退しました。何事にもやる気が起こらなくて、親の

勧めで近畿自由学院に通うことにしました。最初のうちは年齢が離れている人と一緒に勉

強するということに戸惑いがありました。 

でも徐々に分からないところを教えあったり、休憩時間に雑談したりする時間がとても

楽しく思えてきて、高校に通っていた時には味わえなかった幸せを手に入れられたような

気がしました。 

経営の大学に進学するという明確な目標を与えてくれたのも近畿自由学院の先生です。 

ここでは先生が一人一人のことをよく見ていて将来のことについても、親身になって一緒

に考えてくれます。 

いま現在、僕は大学で経営の勉強をしながら、軽音楽部で大好きな音楽と触れ合う毎日

を送っています。 

後輩に伝いたいことは、なるべく早めに自分の将来の夢を見つけてほしいと思います。 

そして夢が見つかった時はそれに向かって全力で突き進んでいってください。夢がある人

とない人とでは、人生の充実さが全く違うと思います。くれぐれも後悔しないように生き

てくださいね(^_－)－☆ 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

スタッフ 
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「フリースクール」――自由な学校 

田中 佑弥 

 

フリースクールは自由だから大変である。普通の学校であれば校則があるし、学校運営

もさまざまなルールによって規定されている。自由裁量に乏しく選択肢がないということ

は、悩まなくても済む――悩むべき場合も――ということを意味している。 

近畿自由学院が開設された 2011 年から 5 年間は私のワンマン運営であったが、2016 年

度からは中井さん、鈴木さんに現場の責任者を務めていただき、私を加えた 3 人を中心と

して、他のスタッフのご助力を得ながら運営することになった。 

フリースクールをつくりたいという人が増えているようであるが、個人でするか、集団

でするかは、なかなか難しい問題である。集団で立ち上げる方が良いようにも思えるけれ

ど、フリースクールの源流であるサマーヒルスクール（英国）や、日本におけるフリース

クールの草分けである東京シューレなど、実践を積み重ねているフリースクールには個人

で立ち上げたところが多いように思われる。立派な学校を共に立ち上げたが意見対立が生

じてスタッフを解雇し、裁判沙汰になった例もある。NPO にしても同級生二人で立ち上

げたけど結局は一人が去るということも珍しくない（運営者も組織も日々変化していくの

だから自然なことであり、悲観すべきことでもない）。自由度が高いということは、真剣

に実践に向き合うときに、それぞれの理想が枠の中に収まらない事態を招きやすいという

ことでもある。 

近畿自由学院の第 2 期（2016 年度以降を勝手にこう呼んでいる）の初年度は、こうい

う意味での困難が、ある程度あった。近畿自由学院に来ている子たちを心配させるような

ことも、もしかするとあったかもしれない。心血を注いで近畿自由学院を立ち上げた者の

意見を押し通せば良いという助言もあったが、なるべくそうはしないように心がけたつも

りではある。 

集団で運営する美点は多い。人と人との相性はさまざまだから、いろんな人がいた方が

良い。異なる視点から違う側面が見えたりもする。一方で、パースペクティブの差異は話

し合いを多く要するが、十分な時間を確保することが困難であったりする。それでも来年

度以降も現在の運営体制を充実させていきたい。消極的理由から現状維持を図るのではな

く、積極的理由がある。それは、意見が異なるときがあったとしても話し合い、折り合い

をつけながら一つの場をつくっていく模範を示すことである。 

子どもたちのなかにも、さまざまな違いがある。当然であると思っていることが違えば

不愉快に感じることもあるだろうし、それぞれの方向性や課題も異なる。フリースクール

という小さく、自由な場で、共に生きることは大変な困難を伴う。困ったことがあればス

タッフに言ってほしいし、スタッフが主導的に解決すべき問題もあると思う。しかし、異

なる他者と共に生きるということは、寛容を失いつつある世界のなかで、いま私たちが学

ぶべき最も重要な生きる術であるようにも思う。 
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それはそう、2016 年度のこと 

中井 健太 

 

私が来たのは今からちょうど一年前の 2016 年春でした。ちょうど冬から春へと季節が変

わっていくときで、最高気温が何度だったかは忘れましたが（最低気温も忘れました）、少

し寒かった記憶があります。2015 年度の卒業式の日でした。京阪京橋駅から 10 分程度歩

いてきましたが、京橋駅の近くにこのような場所があるとは思っていませんでした。そして、

扉を開け、近畿自由学院に入ったとき、元気だなということを第一に思いました。あいさつ

もしてくれ、あまり緊張なく話す姿がありました。むしろ、こちらのほうが緊張しているよ

うに思えました。 

それから一年間が過ぎようとしています。あのときには想像していなかった今があり、想

像していなかった時間を過ごしています。みんなからしても、そうだと思います。現実はな

かなか想像どおりにはいきません。それが楽しいところですね（想像が現実どおりになった

場合を考えると、それはそれで楽しいでしょうが）。学ぶことが多く、迷うことも多い一年

間でした。その中だからこそ、私は成長できたと思います。みんなははっきりと言葉にして

伝えてくれることが多く、これまでは無意識であったことを意識することができました。ま

た、「ここをこうしたほうがいいんじゃないか」といった意見や提言なども積極的にしてく

れました。どれほどまで具体的に意見を取り入れることができたかは分かりませんが、要望

などを伝えてくれることは、とても助かりました。近畿自由学院ならではの雰囲気がとても

いきたのではないかと思います。 

 迷うことが多いことについては、こどもたちを困惑させたと思います。フリースクールに

来て、スタッフとして過ごすことが初めてだった私にとって、決断するときなど、状況に戸

惑いを感じていたことは多く、少なからずこどもたちに不安を与えてしまったかと思いま

す。そのような中、上述したように、こどもたちは意見を伝えてくれ、ともに日常を作るこ

とができました。近畿自由学院はこどもと大人でつくっていくことができる場だと私は思

います。それも近畿自由学院のいいところです。 

 今年一年、みなさんにはたいへんお世話になりました。非常に楽しい一年でした。私にと

っても、近畿自由学院は居場所でした。感謝申し上げます。ありがとうございました。 

そして、今年で卒業するこどもたち、またそのうち顔を見せに来てください。困ったとき、

疲れたとき、元気なとき、ふつうの気分のとき、いつでもどうぞ。 

来年度に会うみなさん、どうぞ、よろしくお願いします。これから出会うであろう方々も、

どうぞよろしくお願いします！ 

心身の健康が一番です。これだけは外せません。筋肉、使いすぎたら筋肉痛になるでしょ

う。心も同じです。使いすぎたら、痛みが出てきます。そういうときはぜひとも休みましょ

う。生き急いでも何も得られません。自分のペースを大切にしてください。それでは、ま

た！！ 
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振り返って感じたこと 

鈴木 愛菜 

     

近畿自由学院に初めて来たときから、もうすぐ一年が経ちます。その中であれこれ思い返

してみると、色々な出会いや、貴重な体験をさせてもらったなぁと感じます。 

代表の田中さんとの出会い。そして中井さんをはじめとするスタッフさん達との出会い、

そして何よりも子ども達との出会い。 

 子ども達との出会いは、その枠にはまらない考え方が私にとってすごく刺激的でした。私

が知らないような事をたくさん教えてもらった気がしています。私自身、色々な事に挑戦す

るのが好きで、趣味は多いほうなのですが、今期は私が知らないことをみんなから沢山教え

てもらいました。今期で一番驚いたのは、子ども達とパソコンの動画についての話をしてい

る時です。ふと自分の持っているパソコンを思い返してみると、なんと 11 年前に買ったパ

ソコンだったのです。もうすぐサポートが終わることも子ども達から教えてもらい知りま

した（笑）そんな驚きがありつつ、日々子どもたちと話していて感じていることは、やりた

いことがあったらどんな形であれ、挑戦していって欲しいということです。 

鈴木の座右の銘は、「夢は沢山持つ」です。将来の夢を皆さんは持っていると思いますが、

叶えたい夢はひとつですか？ 私が皆さんに伝えたいことは、夢ややりたいことを沢山持

って欲しいということです。沢山夢を持つということは、挑戦する機会が増え、新しいこと

を吸収出来るチャンスを沢山持てるということでもあります。また、タイミングや機会が合

わず、現時点では叶えられない夢があったとしても、他にも夢を持っていれば方向転換する

ことができます。また、夢はすぐに叶えなければいけないというものではなく、いつか叶え

るぞと思いながら日々を過ごしていると、夢をひとつしか持っていないときに比べプレッ

シャーも少ないのではないかと思います。また、「自分の夢を持つ」というのは、簡単そう

で意外と見つからないこともあります。そういう時は、とりあえず何かをしてみることで

す！すごく適当な感じに聞こえますが、これがやりたいことを見つける一番の近道だと私

は思います。とりあえず、何かしてみてください。考えるのはそこからです。 

今期は、私にとって刺激的で新しい出会いもあり、チャレンジでもありました。そしてみ

なさんに支えてもらいながら一年間過ごすことができたと改めて感じ、感謝の思いで一杯

です。 

最後に、3 月で卒業する皆さん、卒業おめでとう！ 

これから色々なことがあり、大変なことも中にはあるかと思いますが、楽しい事に関して

は大いに頑張ったらいいと思います。ただ、しんどい時には休むことも大切です。くれぐれ

もしんどいことに関しては頑張り過ぎないように過ごして欲しいと思います。何か心配事

があれば、一人で悩まずに誰かに話してほしいと思います。ここに居る人達や近畿自由学院

の仲間達、みんないつでも話を聞く準備をして待っていますからね。もちろん、楽しいこと

や幸せを感じることを話しに来てくれるのも楽しみに待っています。 
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また、自分が何を考え感じているのかという事を心の中の自分と話してみるのも大切な

ことだと思います。案外、行動している自分と思っている自分とは違うものです。周りの人

達と、そして自分自身としっかり話し合って、自分の歩みたい道を踏みしめ、人生を進んで

いって下さい。本当に卒業おめでとうございます。 

 

 

 

「まじめ」のはなし 

竹内 

 

私は 2016 年 12 月に 2 年半ぶりに南アフリカから帰国しました。これまでも仕事やボラ

ンティア、旅行で多くの国を訪れました。その経験や異文化を多くの人たちに伝えていくこ

とが私の人生の 1 つの使命だと思っています。 

幸い、2015 年の一時帰国の際に、近畿自由学院でプレゼンをする機会をいただき、お話

をした際、非常に興味を持ってくれた生徒がいて、その生徒が、進学後、国際関係の道に進

みたいという話を聞き、たいへんうれしく思いました。 

日々の授業の時もなるべく機会を見つけては私の経験や異文化の話をするように心がけ

ています。それによって生徒たちがより広い視野を身につけられればいいなと思っていま

す。 

世界中にはいろんな文化があり、「日本の常識は必ずしもその地の常識とは限らない」と

いうことはよくあります。衣食住はもちろん生活態度も世界中でいろいろです。たとえば、

日本で「昨日はごちそうさまでした。」は常識的で単なる感謝の意味でよく使われる言葉で

すが、アメリカではそれをいうと「また、おごってほしい。」という意味にとられることも

あります。また、日本で女性に「あなたは可愛い（きれい）ですね。」というとほとんどの

女性は「いえいえ。」と謙遜しますが、南アフリカではほとんどの女性が素直に「ありがと

う。」といいます。 

ただ、民族や文化を超えて人として正しいことも多くあります。その 1 つで、私がすごく

大事に思っていることは、「誠実」です。平たくいえば「まじめ」です。中高生の時期には

「まじめ」であることが、なにか恥ずかしい事のように感じることもあるとは思いますが、

それはまったく恥ずかしいことではなく、非常に大事なことです。私はまじめな人が好きで

す。ユーモアのセンスがあるやないというのは別の問題です。相手そして自分を大事にする

ことが「まじめ」だと思います。 

「誠実」これからも大事にしたいことばです。 
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私は元不登児でした。 

まいこ 

 

公立中学校 1～2 年生の間、私は不登校児でした。週に 1～2 日ほどしか学校へ行ってい

なかったかなと記憶しています。 

近畿自由学院へ来ているみんなはどんな理由で来ているのかは深くは知りません。私と

いう人間を少しでも知ってもらうのに今回この場を借りて私が不登校になった理由や経緯

を書きたいと思います。面白みのない話にはなりますが、これも何かのきっかけにでもな

ればいいかなと思います。 

 

私が不登校になった理由は、いじめられていたからだと今は理解しています。しかし、

不登校当時はいじめられていたからということを認識しておらず、「ただ学校へ行きたく

ない」という気持ちの不登校でした。 

始まりは中学へ入学し、新しいクラスでひとりずつ前へ出て自己紹介をしなければいけ

なかったのですが、そのとき緊張で私は声が裏返ってしまいました。それを皮切りに陰

で、声が裏返った時の真似をされたりしました。そこからエスカレートし、見た目を揶揄

され、机の端に「バカ」「早く死んでほしい by（友達の名前）」とあえて友達の名前を他人

が書いての嫌がらせをされました。他も羅列していくとキリが無くなりそうなので割愛し

ます。 

いつか担任の先生が、教科の先生が、この机の端に書かれた言葉を見て行動してくれ

る、見つけてくれる、と中学生ながら淡い期待を持って、敢えて数日消さずに放置してみ

たりしました。しかし何もありませんでした。少しでも期待した分、何もアクションがな

かったのがショックで、自ら消しゴムで消したのを覚えています。 

 そのあたりから徐々に不登校になっていきました。最初は「頭が痛い」と仮病で学校へ

行かない理由をつくりましたが、親にはすぐバレて「なんで学校へ行かないんだ！」と

散々言われ、学校まで引っ張られました。今から考えれば、いじめられていたから行きた

くなかったわけですが、当時なぜ行きたくないのかと聞かれても「ただ学校へ行きたくな

い」気持ちしか自分から出てこず、何も言えませんでした。 

 

 大人になって、近畿自由学院でたくさんの人に触れ、これを書くことで不登校だった自

分を思い返し、自分なりに気づいたことがありました。不登校は理由もなく起こることで

はなく、やはり何かの経緯と理由があるけれど、客観的に見れば「突然不登校になった」

と見えてしまうのだと思います。子どもであるときは説明できない、もしかしたら私のよ

うに当時ではきちんと認識できていない経緯と理由に日々我慢して、我慢して至るのかも

しれません。しかし親には突然の不登校と目に映り、不登校になった理由がわからない憤

りになるのでしょう。 
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私の不登校時は理由をはっきり言葉にできなかったため、たくさんの言い争いがあり、

親に叩かれたこともあります。「あんたが何を考えているか、わからない」とショックな

ことも言われました。正直、私も当時は自分自身がわかりませんでした。「学校へ行かな

いといけないと思っているけど、行きたくない。でも学校へは行かないといけない」と焦

りや不安がありました。 

親がほしい「不登校になった理由」を本人から言葉にするのは難しいです。だって、そ

の時では本人もわかってない部分が多々あるからです。子どもはただ不登校になって無為

に日々を送っているわけではなく、現状からの一歩をずっとずっと考えていることを知っ

てほしいと思います。 

 

 元不登校児として長々と書かせていただきました。近畿自由学院にスタッフとして参加

して、たくさんの人に触れて度々思うことは「私も不登校の時、フリースクールという選

択肢があったらな」ということです。 

嫌な思い出は、楽しい思い出や嬉しかった思い出に比べて、ずっと忘れられず残ってし

まいます。私には中学生時代の記憶は、いじめ、ひきこもりしかない。みんなには近畿自

由学院にいてよかったという思い出をつくってほしいです。近畿自由学院のみんなと話し

たり遊んだり、大人こども関係なく知らないことを教えてもらったり、好きなもので盛り

上がったり、近畿自由学院はいつも楽しい時間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

22 

 

ホームを離れて、思うこと。 

石田 

 

お久しぶりです。アメリカ中西部はミネソタ州のノースフィールドに到着して、早 6 ヶ

月が経ちました。長かったような、短かったような。残りの滞在期間もきっと、長いような

短いようなよくわからない感じで、気づいたときには過ぎ去ってしまっているのでしょう。 

 私は今、カールトン大学というアメリカの大学で、日本語科のスタッフとして仕事をしな

がら勉強しています。念願だったこの海外留学も残り半分以下になってしまいましたが、振

り返れば「できた」ことよりも「できていない」ことの方がうんと多く、モヤモヤとした不

完全燃焼な気持ちになることもしばしばです。元気な日には「もっと頑張れる！」とやる気

を出したり逆に「ま、こんなもんでいっか」とあっさり開き直ったりするのですが、人間、

いつでも元気 100％で走れるようにはできていないもので、「あー、残りの一学期もこんな

感じで時間に追われて消えてゆくのか～」とか「日本のおいしいごはんと熱いお風呂でホッ

としたいな～」とか、グズグズした気持ちを抱えて立ち止まって（正しくは、布団でごろご

ろして）しまうことも結構よくあります。この原稿を書いている今は、自由学院のブログを

読んで皆の顔や教室の空気を思い出したりして、「早く帰ってみんなに会いたいな～」とい

う気持ちが強くなるのを感じています。社交辞令じゃありませんよ。本当に、教室の雰囲気

を思い出すと、なんだかほっとするんです。ホームシックかな。 

 書きたいことはたくさんあるのですが、せっかくなので、今年しか書けないアメリカでの

経験について書いてみましょうか。私は 2016 年の夏から FLTA（Foreign Language 

Teaching Assistant）という留学プログラムでアメリカに渡り、こちらの小さな私立大学で

LA（Language Associate）と呼ばれる役職についています。本当の先生ではないけれど、

学生からは「石田先生」と呼ばれて、日本語の授業のアシスタントをしたり、週に 1~2 回

実際に授業をしたり、他に日本語や日本文化に関係のあるアクティビティーを運営したり

しています。アメリカ中西部の田舎の大学にも、日本語を勉強している学生は思いの外たく

さんいて、中国語を勉強する学生よりも日本語を取る学生の方が多いくらいです。だから、

毎日学生の宿題や小テストの採点をしたり、授業外の会話練習をセッティングしたりする

のにはなかなか時間がかかって、時 「々自分の勉強ができへんー！」とストレスをぶちまけ

たくなることもあります。その「自分の勉強」というのは、私がこちらで「学生」として受

講しているクラスのことです。「半分先生、半分学生」という立場の私は、カールトンの学

生に混じって授業を取ることも義務になっているのです。秋学期には毎日スペイン語の授

業を受けていました。そして今学期は言語学の授業とアメリカの歴史の授業。勉強と仕事で

ギュウギュウの毎日を過ごしていると、嵐のように毎日が過ぎ去っていきます。金曜日、早

よ来んかなぁ・・・。 

すでに愚痴がこぼれかけていますが、こちらに来てから、難しいことや悩ましいことがた

くさんありました。思いもしなかった壁にぶつかったり、アメリカに来る前の「理想」と来
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てから分かった「現実」とのギャップに悩んだり。それでも、ここでしかできないような貴

重な体験も日々積み重ねることができていて、自分がこのチャンスに恵まれたことはやっ

ぱりありがたいことだなと思います。同じプログラムでアメリカに留学している世界中の

人たちと交流したり、大学の大きなホールで大統領選挙の開票速報を見たり、鼻水も凍るマ

イナス 25 度の寒さを体験したり、キャンパスをせわしなく駆け回るリスを眺めながら散歩

したり。一年に一度の大きなイベントから、もっと小さな日常の一場面まで、全部ひっくる

めて新しいことを学ぶ機会になっているように思います。悩んだり苦しんだりすることも

含めて、知らないことをちょっとずつ知って、自分の視野を広げていくための良い勉強なの

でしょう（悩んだり苦しんだりしている最中には、そんな風には考えられませんが）。「思っ

てたのとちょっと違う・・・」と戸惑うこともこれまで多くあったけれど、逆に想像もしな

かったやり方で学びを得られているのだと捉えれば、あれもこれも結果オーライなのかも

しれません。 

ところで、私はアメリカで一年を過ごす分、日本の大学院を出るのが周りより一年遅くな

ります。そのことを考えると少し焦ってしまうこともあります。大学院で研究していたこと

はほとんど放置してしまっているので、帰国してからのことを考えるとそわそわしてしま

います。でも、一年という期間をかけて少しずつ少しずつ得られるものもあると思うので、

こうして寄り道することは最終的には良いことだと言えるんじゃないかな、とも考えてい

ます。ちょっと他人と違うペースでちょっと違う道を歩いてみることは時々勇気がいるこ

とかもしれないけれど、私にとっては、思い切って新しい環境に身を置いてみたことが、以

前の自分やこれから自分が歩む道について見直したり、日本での生活の中では気づけなか

った大切なことに気づいたりする良いきっかけになっているように思えます。 

自由学院のみんながこれからどんな道を歩んでいくのかは分かりませんが、それぞれに

回り道をしたり、迷って立ち止まったり、時々元いた場所まで引き返したりしながら、ちょ

っとずつ前に進んでいくんだろうなと思います。思うようにいかないこともあるかもしれ

ませんが、結局は「なるようになる」ことが意外と多いです。私はアメリカに来てから色々

な壁にぶつかってはいますが、どれも「なるようになりつつある」ような気がしています。 

日本では、もう終わりと始まりの季節なんですね。どんな気持ちで節目の季節を過ごすの

かは十人十色でしょうが、不安な人も楽しみな人もどちらでもない人も、肩肘を張りすぎず、

急激に頑張りすぎず、かといって怠けすぎず、できるだけ元気な体とできるだけ元気な心で

毎日を送ってほしいなと思います。相変わらず話が長くてごめんなさい。この辺で止めます。

とにかく、卒業する人は本当におめでとう。まだ卒業しない人は、夏にまた会いましょう。

卒業生も、また何かの機会に会えるのを楽しみにしています。 
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近畿自由学院を手伝い始めて 2 年が過ぎようとしています。この小さな空間でいろんな

人に出会いました。人との出会いが、人の気持ちを支えてくれるように思います。 

 イギリス人の女性から昔もらった手紙のことば 

“You are young and you have a good job.” 

長い間、私には大切な言葉でした。そして今、若くない私は「You are young and you have 

a dream.」と言いたいと思います。a dream の代わりに別の言葉でもいいかもしれません

…。 

西野 

 

 

 

約半年という短い間でしたが、お世話になりました。私も卒業するみたいですね（笑） 

私にも何かできることはないかなと飛び込んだ近畿自由学院。子供たちとスタッフの皆さ

んが温かく迎えてくださいました。子供たちが可愛くて仕方ありません。 

卒業するみんなも、進級するみんなも新しい一歩を踏み出す時ですね。不安もあるかもし

れないけれど、きっと大丈夫。みんなが困ったときに支えて応援してくれる人は必ずいます。 

私もその一人になれたらいいなと思っています。この近畿自由学院がみんなの居場所と

して心に残っていくことを願っています。卒業するみんなにもまたどこかで会える日を楽

しみにしています！ 

秋山 

 

 

 

この文章を書いている時点で、週一回行ったり行かなかったりで、およそ半年ボランテ

ィアとして近畿自由学院にかかわらせていただいています。 

僕は木曜日に行っているのですが、夏の暑い時期が過ぎてからは、木曜日は昼から大阪

城公園で体育をする日でした。ドッジボールや鬼ごっこを和気あいあいとやったり、なぜ

か代表の田中さんイチオシの OL バレーをみんなでやらされたりしました。 

2016 年度は田中さんの他に新しいスタッフの方が 2 名加わり、本当に親身になって

日々奮闘されており、近畿自由学院はとても居心地の良い空間となっていました。そして

スタッフのかたはもちろんボランティアの皆さんも、僕自身はさておき、それぞれ近畿自

由学院に思い入れを持って献身的に関わっている方々が集まってきている場所だなと感じ

ました。 

来年度もまた近畿自由学院が関わるみんなにとって良い場所であることを願っていま

す。 

増田 
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2016 年度の運営記録 

 

 

開室曜日：月・火・木・金（祝日、長期休暇を除く） 

開室時間：9：30 ~ 17：30 

 

1 学期 4 月 7 日（木）～8 月 9 日（火） 

2 学期 8 月 22 日（月）～12 月 22 日（木） 

3 学期 1 月 10 日（火）～3 月 23 日（木） 

 

標準的時間割 10：00 ~ 12：00 学習の時間（来る時間は自由です） 

       12：00 ~ 13：00 昼食・休憩 

       13：00 ~ 15：00 学習の時間（個別学習 or グループ学習） 

       15：00 ~ 17：00 放課後（ゲーム、おやつなど） 

 

・木曜午後は希望者で大阪城公園に行ったほか下記の行事を実施した。 

 

流しそうめん、遠足（大阪市立科学館）、国際理解セミナー、 

こども会議、たこやきパーティーなど 

 

・月に 1 回、原則として木曜の 15：30 ~ 17：30 にスタッフ会議を開催した。 

 

・学外の方も参加可能な「不登校生の保護者会」を下記日程で開催した。 

5 月 15 日（日）、7 月 3 日（日）、9 月 11 日（日）、11 月 3 日（祝）、3 月 5 日（日） 

 

 

2016 年度末の在籍者数 

 

中１   男子 3 名  女子 2 名 

 中２   男子 2 名 

 中３   男子 3 名  女子 2 名 

 高校生   男子 2 名 

           

 中高生計 14 名 

 

 

代表スタッフ 田中佑弥 

主任スタッフ 中井健太 

       鈴木愛菜  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

（写真は左から中井、鈴木、田中） 
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あとがき 

田中 佑弥 

 

 初の企画で原稿が集まるか心配でしたが、全員が原稿を寄せてくれました。貴重な記録で

すので、大切に保存してほしいです。 

 年度末の慌ただしい時期に原稿を寄せてくださったスタッフ、卒業生、中高生のみなさん、

ありがとうございました。近畿自由学院という空間を共につくってこられたことに感謝し

ます。 

 また私事ですが、兼職にご配慮くださっている武庫川女子大学教育研究所のみなさまに

厚く御礼申し上げます。 

 

 寄せてもらった文章に関して、いくつか補足を書きます。 

 一般にフリースクールでは「○○先生」ではなく「○○さん」またはニックネームで呼ん

でいることが多いと思います。私も普段は「田中さん」と呼ばれることがほとんどですし、

かつてはなぜか「T」と呼ばれることもありました。今回は初の文集ということで、学校で

の習慣なのか、気を遣ってくれたのか、「田中先生」と書いている人がいました。フリース

クールらしくないということで書き直しをお願いするのもどうかなと思い、原文のままと

しました。フリースクール関係者のなかには違和感がある方もおられるもしれませんが、ご

理解いただけたらと思います。 

 M さんが書いていましたが、中学生男子が「下ネタ」を話すことがあったことは反省点

です。顰蹙を買うようなものではなく中学生らしい（？）程度ではありますが、紳士淑女の

近畿自由学院には相応しくありません。 

 

 数人が夢を持つことの重要性について書いてくれました。夢を持つことは重要ですし、近

畿自由学院で今後の目標を見つけてもらえたことも大変誇らしいことです。 

一方で、大学の春休みにゲームばかりしているという卒業生の文章も、この文集の多様性

を高めてくれていて非常にうれしかったです。「気楽に楽しく生きてます」と書けることほ

ど重要なことはないと思います。 

 文集の多様性を高めたという点では「しめにらーめん派（らいすも好き）」君の貢献も多

とするところです。「自分も老いたなと感じる」と書いていましたが、彼と出会った 3 年前

のことを思い出します。 

 N.S 君とは何度もいっしょに演奏しました。ときには他の中高生やスタッフの石田さん

とバンドとして演奏したり、フリースクールの合同ライブに出演したりしました。卒業式は

ボブ・ディランの Blowing in the Wind を演奏します。 

 短い制作期間で申し訳なかったですが、中学生、卒業生がイラストを寄せてくれました。

作者は掲載順に「S.S」「ホタルいか♪」「じゃがりこ」です。「じゃがりこ」さんの作品は近
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畿自由学院に関わるものがコラージュされています。同じ時期に近畿自由学院で過ごした

人たちは、懐かしいものが描かれていることに気づくと思います。大学でも美術を学ぶとの

ことですので大いに期待したいです。 

近畿自由学院には絵のほかにも、写真が好きな子、プログラミングを学んでいる子、ユー

チューバ―など、多彩な趣味と才能を持った子がいます。 

 

 一部地域を除いてフリースクールには公的支援がなく、近畿自由学院は保護者負担のみ

によって運営されています。一軒家を賃貸しているのですが、瑠璃さんが文集に書いてくれ

たように、古いエアコンがパワー不足のようですので買い替えを検討しています。随時ご寄

付を受け付けております。ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 「僕は君たちの進路に興味はない。僕が知りたいのは 10 年後に君たちがどんな顔をして

働いているかだ」と近畿自由学院の卒業式で田中が話したと、卒業生が書いてくれました。

補足すると、この言葉は私が高校の卒業式で担任から言われた言葉で、10 年後に近畿自由

学院を開き、こうして卒業生を送り出せることをうれしく思うという話のなかで、担任の言

葉を紹介しました。 

高校の担任には教育実習以来、お会いしていません。先生もご多忙でしょうし、私自身も

目の回るような日々のなかで、勇気を持って電話する余裕がありません（多くの卒業生がい

るなかで、急に電話されても誰か分からないでしょう）。 

それでも先生に言われたことは覚えているし、影響を受けたことも少なからずあると思

います。些細なことですが、私が職員室に呼び出されたときに先生は、私にも椅子に座らせ

て話をされました。高校卒業時の担任が反感を覚えるような人であれば、同じ社会科教員に

なることもなかったでしょう。私自身も自分が椅子に座り、生徒を立たせた状態で（まして

や直立させて）話すことは控えるようにしてきました。人と人との出会いは、その場限りで

あったとしても、その後にも意味を持つものであると思います。 

 

近畿自由学院に通った人たちのなかには、今は会えない状況にある人もいることでしょ

う。近畿自由学院を途中で去った人もいました。そういう人が突然、前触れもなくやって来

てくれることが今年もあり、大変うれしく思いました。直接会うことはなくても間接的に近

況を聞くこともあります。会うことが叶わない人もそれぞれの心のなかで生き続けていま

す。 

 

訪ねられる人は近畿自由学院に遊びに来てください。メールや手紙、卒業制作展の案内等

もうれしいです。来られる場合は、私は不在にしている日がありますので、事前に連絡して

もらえるとありがたいです。木曜の夕方以降はだいたい時間があります。 

みなさんにまた会えることを楽しみにしています。 
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        近畿自由学院では随時ご寄付を受け付けています。 
        今春は 2 階のエアコンの買い替えを予定しております。 
        ご協力よろしくお願い申し上げます。 
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